
石巻市の概要
人 口：143,578人（令和2年3月末現在）
面 積：554.55 k㎡
世 帯 数：61,512 戸
高齢化率：32.47％（令和2年3月末現在）

（ 65歳以上：46,614人／人口：143,578人）

コミュニティを核とした持続可能な地域社会の構築

市長 亀 山 紘
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● 規模：M9.0 震度：震度6強（石巻市）
● 死者数：3,277人 行方不明者数：420人

国内観測史上最大となる激しい揺れと、その後
に沿岸域全体に襲来した巨大津波は、多くの人命
を奪い、住まいや働く場、道路や港湾、漁港など
多くの財産が失われました。

津波に襲われる中瀬地区 津波で公民館の屋上まで運ばれた大型バス

震災以降、被災者の住まいの整備を始めとした復旧・復興事業を
最優先事項として着実に進め、現在も復興事業の完遂に向け取り組
んでいるところである。

東日本大震災

これまでの取組 今後の取組課題

震災に起因したコミュニティの崩壊・
復興公営住宅における高齢者の孤立化

●復興公営住宅入居者の８割が独居・２人世帯であり、

約半数が高齢者。

●相談相手がいない方が約２割、心の状態も悪化傾向

にある。

2011年3月11日14時46分 東北地方太平洋沖地震発生
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復興公営住宅
の整備

市街地の整備
・新市街地
・既成市街地

半島沿岸部の拠点整備

JR石巻駅周辺の津波復興拠点整備

被災者の居住環境の整備

公共交通の利便性の不足・未来技術導入の遅れ

●市中心部・半島沿岸部にそれぞれ拠点を整備してい

るが、半島沿岸部では自宅からバス停までの距離が

遠い等、中心部への移動手段が課題となっている。

●全国的に未来技術の活用事例が増えており、本市に

おいても様々な分野での活用に積極的に取り組み、

課題解決を図っていく必要がある。

２



ハイブリッドリユース
による新産業の創出
（４ページで詳細）
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地域交通情報アプリ
ケーション（ローカル
版MaaS ）の構築に
よる移動手段の確保

（５ページで詳細）

コミュニケーションロ
ボットによる孤立防
止と外出機会の創出

グリーンスローモビリ
ティによる環境負荷

の低減
（６ページで詳細）

地域交通情報
アプリケーション

（ローカル版MaaS）の構築

三側面をつなぐ統合的取組

グリーンスローモビリティ
（ハイブリッドリユース）の活用

コミュニケーション

ロボットの活用

移動手段の利便性向上
高齢者の外出機会の創出・消費拡大

地域経済の活性化
資源の有効利用促進

環境意識の向上
高齢者の外出機会の創出

グリーンスローモビリティを活用した
協働による新たな移動手段の構築事業
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地域雇用 移動効率の向上新産業創出

地元自動車整備工場において、ハ
イブリッド基幹ユニットを活用した新
産業を創出
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環境に配慮した新産業の創出

リユースした電気自動車をグリーン
スローモビリティとして新市街地や
半島沿岸部における高齢者等の移
動手段として活用

社
会

環
境

豊田通商（株）から地元自動車整備
工場への技術支援

ハイブリッド
ユニット
の回収

リビルド

再製品化販売
メンテ
ナンス

新産業の創出

地域経済の活性化
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地域自治連携 孤立防止多世代交流 社会受容性向上／利用障壁低減

モビリティに地域の共助・未来技術の活用を加えた
地域を支える仕組みの導入

地域交通情報アプリケーション（ロー
カル版MaaS ）の構築

半島沿岸部の拠点と集落を地域
カーシェアリングでネットワーク化

コミュニケーションロボットによる高齢
者支援（外出機会の創出、孤立防止）

学生によるコミュニケーション
ロボットの製作（ＩＴ人材の育成）

環
境

経
済
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エネルギー削減 リユース／リサイクルクリーンエネルギー

災害時にも電気が途切れない新市街地（新蛇田）において
グリーンスローモビリティを活用

環
境

環
境
に
や
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し
い
低
炭
素
社
会
の
構
築

地域の経済活動と連動した持続可能な環境施策の実現
～グリーンスローモビリティの活用～

１００％自然エネルギーによる
グリーンスローモビリティを実現

太陽光発電を搭載した非接触
給電ステーションの設置

社
会

経
済
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グリーンスローモビリティ
を活用した協働による

新たな移動手段の構築事業

三側面の取組による相乗効果

②相乗効果(環境→社会)
100%自然エネルギーのモビリティ及び
コミュニケーションロボットの活用等
による、高齢者の外出機会の創出

⑤相乗効果(環境→経済)
100%自然エネルギーのモビリティにハイブ
リッドリユース事業で生産される電気自動車
を活用することによる、地域経済の活性化

①相乗効果(経済→社会)
ハイブリッドリユース事業で生産され
る電気自動車の活用による、半島沿岸
部の移動手段の利便性向上

⑥相乗効果(社会→経済)
地域交通情報アプリケーション及びコミュニ
ケーションロボットの活用による、高齢者の
外出機会の創出に伴う地域の消費拡大

④相乗効果(経済→環境)
ハイブリッドリユース事業の展開によ
る、資源の有効利用促進及び温室効果
ガス排出抑制

③相乗効果(社会→環境)
SDGs学習アプリケーションの活用及
びSDGsセミナーの開催等による、市
民の環境意識の向上
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自律的好循環の具体化に向けた事業の実施

地元企業、地元金融機関と連携したＳＤＧｓへの取組

「石巻SDGsパートナー」制度（案）

★地元企業等を「石巻SDGsパートナー」として登録

★市及び企業等が連携し互いに情報発信

★より効果的な普及啓発

「石巻SDGs未来企業」制度（案）

★経済・社会・環境の三側面に相乗効果をもたらす統合的取組を行う地元企業等を「石巻SDGs未来企

業」として登録

★入札時のポイント加算（総合評価一般競争入札における価格以外の評価項目に追加）の対象

★地元金融機関等との連携による支援（融資優遇・フォローアップ等）

地元金融機関

地元企業等

石巻市

ステーク
ホルダー

包括連 携協定(済)

実績共有ノウハウ提供
フォローアップ等

マッチ ング支援
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２０３０ 未来都市石巻
～グリーンスローモビリティと「おたがいさま」で支え合う持続可能なまちづくり～

！おたがいさま！

おたがいさま！
ありがとう！

おたがいさま！

おたがいさま！

おたがいさま！


